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濡
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ゼ
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瓢
醐
的
墓
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A
　
規
範
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翼
的
設
定

　
’
君
　
理
解
一
現
實
分
析
　
　
　
　
　
，

　
C
　
當
爲
－
政
策
指
導

嚇
『
結
　
　
　
　
　
欝

　
経
搏
桝
政
策
學
の
山
仔
寮
瓢
瀬
的
基
礎
付
　
（
高
橋
）

、

薫
七



一
触
序

説

叢
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
債
僅
判
断
論
箏
の
終
焉

　
経
濟
票
の
研
究
に
志
す
者
の
愚
心
は
、
経
濟
就
會
に
就
い
て
の
禮
系
的
知
識
の
獲
得
に
あ
る
◎
然
る
に
，
経
籍
就
會
は
既
存
的
・

現
存
的
・
及
び
可
能
的
存
在
と
嚢
ふ
三
つ
の
『
在
り
方
』
を
も
つ
。
こ
れ
に
封
駕
し
て
一
般
に
『
維
風
動
學
』
・
『
理
論
経
濟
學
』

及
び
『
隔
意
政
策
學
』
と
言
ふ
昏
夢
科
墨
の
分
科
が
生
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
抽
象
的
な
る
一
般
性
に
於
け
る
本

質
の
研
究
の
み
な
ら
す
、
更
に
そ
の
外
に
特
殊
具
腿
性
に
於
け
る
経
営
現
象
の
研
究
も
要
求
せ
ら
れ
る
◎
從
っ
て
，
一
般
的
抽
象

性
を
問
題
と
す
る
『
理
論
経
産
學
』
の
外
に
『
維
濟
史
學
』
と
『
維
濟
地
理
學
』
と
が
そ
の
存
在
の
理
由
を
も
つ
に
至
る
。
前
者

は
特
殊
具
罷
的
な
る
維
濟
現
象
の
時
闇
曲
面
を
問
題
と
し
、
後
者
は
そ
の
室
闇
的
面
を
取
り
上
げ
る
。
猫
ほ
叉
，
維
濟
主
膿
を
異

に
す
る
に
躍
れ
て
．
『
國
民
露
霜
墨
』
・
『
国
家
経
至
愚
』
（
財
政
學
）
・
及
び
『
私
維
濟
學
』
（
維
螢
學
）
の
羅
別
も
獲
生
す
る
。
こ

れ
ら
の
分
化
せ
る
諸
々
の
経
濟
麟
學
の
申
に
あ
っ
て
『
理
論
維
濟
學
ヤ
『
鶴
亀
史
學
』
・
『
財
政
學
』
、
及
び
『
経
螢
學
』
は
既
に
科

學
と
し
て
の
充
分
な
る
地
位
を
確
認
せ
ら
れ
、
ま
た
最
近
『
経
濟
地
理
學
』
も
漸
く
猫
立
の
科
學
と
し
て
誕
生
を
観
は
れ
た
け
れ

ど
も
，
わ
が
『
維
濟
政
策
學
』
の
域
立
は
樹
は
建
設
の
途
上
に
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
統
制
経
濟
の
段
階
に
入
っ
て
か
ら
，
経

濟
政
策
を
離
れ
て
は
如
何
な
る
経
濟
生
活
も
可
能
で
な
い
様
に
な
っ
て
來
た
に
も
拘
ら
ず
，
そ
の
理
論
的
考
察
を
行
ふ
可
き
璽
経

緯
政
策
學
』
が
未
だ
に
『
技
術
論
』
の
域
を
脱
し
切
れ
ぬ
憾
み
の
あ
る
の
は
、
同
じ
く
技
術
論
に
始
つ
た
財
政
學
や
維
螢
學
等
が

脚



科
學
へ
と
昇
華
し
た
事
實
に
鑑
み
て
、
科
學
の
存
在
上
罰
し
い
事
で
は
あ
る
ま
い
。
既
の
意
味
に
於
い
て
、
吾
々
は
鏡
野
政
策
が

全
熟
濟
生
活
を
占
領
せ
る
か
の
観
を
呈
せ
る
今
日
，
特
に
『
維
濟
政
策
學
』
の
方
法
を
問
題
の
誌
上
に
の
せ
る
必
要
を
感
ず
る
。

　
從
來
．
『
経
濟
政
策
論
』
の
任
務
は
，
経
論
生
活
に
封
ず
る
一
定
の
理
想
を
締
て
，
現
下
の
経
濟
生
活
に
就
い
て
の
理
論
的
研

究
を
基
礎
と
し
て
斯
か
る
理
想
實
現
に
必
要
な
る
一
定
の
手
段
を
究
明
し
た
り
，
ま
た
實
際
に
行
は
れ
た
る
維
濟
政
策
を
ば
斯
か

る
研
究
に
照
し
て
批
判
す
る
事
に
在
る
と
せ
ら
れ
て
居
た
◎
こ
の
様
な
方
法
は
實
践
的
綻
濟
政
策
に
通
俗
的
に
要
求
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
の
も
の
を
其
の
儘
と
つ
て
科
學
的
研
究
の
基
準
と
な
す
も
の
に
愚
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
に
於
い
て
一
般
に
行
は

れ
て
居
た
見
解
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
於
け
る
理
想
は
、
多
く
は
『
維
濟
の
健
余
な
る
嚢
蓮
』
と
か
『
理
想
的
維
濟
生
活
の
樹
立
』

と
か
云
ふ
塞
虚
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
斯
か
る
理
想
が
現
實
の
維
濟
政
策
的
措
置
に
癒
し
て
信
癒
す
る
に
足
る
指
針
と
な
り

得
な
い
の
は
．
云
ふ
ま
で
亀
な
い
。
從
っ
て
，
多
く
の
場
合
無
意
識
的
に
絶
封
化
せ
ら
れ
た
政
治
月
立
に
よ
っ
て
露
語
の
経
濟
政

策
的
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
○
そ
の
結
果
，
一
九
世
紀
に
於
い
て
は
終
濟
政
策
論
の
研
究
も
軍
に
維
濟
政
策
的
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

實
の
羅
列
的
記
述
に
憤
る
か
，
叉
は
そ
れ
に
癒
し
て
極
め
て
岨
面
的
な
批
制
を
加
へ
る
こ
と
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
の
様
な
軍
純
な
聖
慮
政
策
論
に
封
ず
る
批
判
と
し
て
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
驚
濟
政
策
論
の
研
究
に
封
し
て
一
定
の
限
界

を
認
め
，
そ
の
目
的
設
定
を
維
験
科
學
と
し
て
の
維
濟
學
の
範
園
外
に
置
く
こ
と
を
宅
越
す
る
も
の
が
現
は
れ
て
來
た
。
経
濟

學
に
於
け
る
憤
、
値
判
臨
論
雫
は
も
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
（
ン
画
獅
踵
　
毒
⇔
び
の
璽
）
の
『
祉
會
科
野
離
及
び
榎
津
政
策
的
認
識
の
客
獅
…

　
の性
』
な
る
一
論
丈
に
端
を
恕
し
，
一
九
〇
九
年
及
び
一
九
＝
ご
年
の
『
蹴
會
政
策
學
會
』
に
於
い
て
盛
ん
に
論
争
せ
ら
れ
た
。
ヴ

　
　
　
締
濟
政
策
學
の
霧
在
論
的
某
礎
付
　
（
葛
矯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
〆

エ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ム
バ
ル
ト
（
芝
農
蓉
種
○
。
o
鑓
審
誉
）
も
こ
の
ウ
ェ
バ
ー
と
同
唄
陣
螢
に
鵬
し
塾
　
一
九
〇
九
年
の
學
會
に
於
け
る
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

へ
の
参
加
以
外
に
、
既
に
早
ぐ
も
一
八
九
七
年
の
『
就
會
政
策
の
理
想
』
な
る
論
文
及
び
著
書
『
三
つ
の
翼
翼
塵
』
（
一
九
三
〇

年
刊
）
に
於
い
て
彼
の
立
場
を
間
明
し
て
居
る
の
で
あ
る
◎
・

　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
の
主
張
は
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
（
G
◎
O
剛
副
ヨ
◎
岡
田
⑰
触
）
等
の
倫
理
的
軽
軽
學
派
に
封
ず
る
批
判
と
し
て
現
は
れ
・

『
壷
網
の
倫
理
化
』
と
『
垂
心
の
政
治
化
』
と
に
封
ず
る
徹
底
的
排
撃
を
敢
行
せ
る
も
の
で
あ
る
。
経
濟
學
は
『
少
く
と
も
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

‘
的
・
維
濟
的
な
る
も
の
と
倫
理
的
な
る
も
の
と
の
限
界
領
域
に
在
る
』
と
考
へ
る
シ
ュ
モ
ラ
ー
…
派
に
よ
る
歴
史
的
精
紳
の
畳
醒

．
と
共
に
，
経
濟
學
に
於
い
て
『
倫
理
的
進
化
論
と
歴
史
的
相
田
主
義
と
の
結
合
が
支
配
し
始
め
た
が
，
そ
れ
は
倫
理
的
規
範
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
モ

そ
の
形
式
的
性
格
を
剥
奪
し
、
文
化
贋
値
の
総
裁
を
『
倫
理
的
な
る
も
の
』
の
領
域
に
引
き
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
道
徳
的
な
る
亀

の
を
内
容
的
に
規
定
し
，
斯
く
て
國
民
心
濟
學
を
ぱ
維
験
艶
麗
礎
に
立
つ
一
つ
の
『
倫
理
的
科
翠
』
の
鯉
嚴
に
ま
で
高
め
よ
う
と

企
て
た
も
の
で
あ
る
ゆ
』
　
斯
か
る
方
法
に
窪
し
て
マ
ッ
ク
ス
“
ウ
ェ
バ
ー
は
『
寝
藁
』
（
◎
◎
◎
一
一
2
）
を
科
學
の
問
題
に
混
入
す
る
こ

と
は
悪
魔
の
業
で
あ
る
と
反
封
ず
る
。
彼
に
よ
る
と
，
科
學
と
は
事
實
の
思
惟
秩
序
で
あ
り
．
政
策
と
は
理
想
の
陳
述
で
あ
る
か
．

ら
理
想
や
規
範
を
取
扱
ふ
事
は
経
験
科
學
の
任
務
で
あ
り
得
な
い
事
に
な
る
。
斯
く
て
、
ウ
ェ
バ
ー
は
認
識
（
理
論
）
と
債
値
舗

断
（
政
策
）
と
の
原
期
的
分
離
に
つ
い
て
二
つ
の
事
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
◎
　
一
つ
は
．
倫
理
學
派
に
封
し
て
規
範
的
・
倫
理

的
目
的
め
翼
理
窟
當
と
事
實
認
識
の
転
勤
妥
當
と
は
問
題
の
面
を
異
に
す
る
が
故
に
．
倫
理
的
規
範
と
丈
短
贋
値
と
を
混
溝
す
る

事
，
即
ち
『
科
學
の
倫
理
化
』
は
誤
謬
で
あ
る
と
去
ふ
事
、
他
は
霊
験
的
に
定
立
し
た
理
論
か
ら
實
践
的
個
別
問
題
の
解
決
の
た



め
の
規
範
が
一
義
的
に
導
き
出
さ
れ
る
と
云
ふ
『
画
報
の
政
策
化
』
の
見
解
は
拒
否
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
で
あ

る
。
斯
く
て
ウ
轟
バ
ー
は
『
存
在
』
（
留
貯
Y
と
『
當
爲
』
（
G
り
◎
一
一
窪
）
と
の
原
理
的
分
離
を
主
張
し
，
信
仰
と
云
ふ
天
上
の
問
題
と

認
識
と
云
ふ
地
上
の
問
題
と
の
棍
同
を
戒
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
◎

　
事
實
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
一
派
が
，
獅
噛
的
に
一
般
的
利
釜
の
存
在
を
創
設
し
て
，
そ
の
上
に
客
観
的
政
策
が
直
ち
に
一
義
的
に
成

立
す
る
か
の
如
く
に
論
じ
た
事
は
議
し
く
な
い
。
と
れ
を
否
定
し
た
ウ
ェ
バ
ー
慧
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
功
績
は
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
が
，
し
か
し
又
此
の
黙
か
ら
直
ち
に
科
學
と
し
て
の
政
策
學
一
般
の
不
可
能
を
論
期
す
る
事
ぼ
當
を
得
た
も
の
と
は
云
へ
な

い
。
若
し
も
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
債
値
判
断
の
客
観
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
．
科
學
と
し
て
の
政
策
學
の
確
立
の
可
能
性

が
獲
得
せ
ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
此
の
瓢
に
就
い
て
は
．
有
名
な
．
漏
り
に
も
有
名
な
『
債
値
軍
部
論
争
』
を
想
ぴ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゴ
ヅ
ト
ル
は
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
的
．
目
的
論
的
、
倫
理
的
、
観
念
論
照
顧
値
判
断
の
外
に
『
存
在
論
的
債
値
刺
臨
認
に
着
目
し
た
。
所
謂
債
値
剰
噺
論
争
の
口

火
を
切
っ
た
の
は
、
信
念
上
正
し
い
翻
念
論
的
債
値
判
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
篭
り
に
も
主
観
性
が
擁
す
ぎ
る
。
然
る
に
存
在
論
的

証
値
判
噺
…
は
野
禽
織
…
成
罷
の
在
り
方
に
着
目
し
て
制
断
ず
る
が
故
に
、
こ
れ
を
『
存
在
上
正
し
い
も
の
転
伽
器
○
。
鉱
蕊
飢
畠
甑
㈹
の
に

害
す
る
判
断
と
呼
ぶ
。
と
れ
は
、
肚
會
構
成
罷
を
構
成
す
る
作
用
に
就
い
て
下
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
，
ワ
イ
ッ
ペ
ル
ト

（
奎
騒
）
の
云
ふ
繕
・
繧
判
断
論
争
は
存
在
論
的
穰
判
断
の
確
立
と
共
に
難
を
告
げ
る
筆
な
っ
た
の
で
あ
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪

　
扱
て
、
此
の
様
な
債
値
判
断
論
争
が
重
篤
學
に
於
い
て
行
は
れ
た
背
後
に
そ
の
時
代
を
風
靡
し
た
哲
學
の
鎭
座
す
る
の
を
槻
る

　
　
　
纒
磁
町
政
一
策
學
の
存
在
紘
購
的
墓
礎
付
　
（
費
斑
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
胴



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

こ
と
が
出
遮
る
。
即
ち
、
．
一
九
世
紀
の
末
葉
に
ヴ
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
（
♂
爵
鼠
鉱
冨
薮
）
や
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
哲
學
が
『
存
在
転
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

『
當
爲
』
を
峻
別
し
た
金
轡
を
う
け
て
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
バ
ー
が
現
は
れ
た
の
に
封
し
て
．
今
疑
で
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
『
存
在

論
』
と
同
二
陣
螢
に
癒
す
る
所
の
盛
漁
期
者
ゴ
ッ
｝
ル
の
四
十
年
來
の
所
論
が
顧
み
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
◎

『
存
在
論
』
の
瑚
諭

　
『
存
在
す
る
も
の
は
種
憐
な
る
仕
方
で
藷
ら
れ
る
』
と
は
，
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
根
本
命
題
で
あ
る
。
町
凡
て
科
學
に
於
い
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

そ
の
最
も
本
來
の
目
的
に
從
へ
ば
灘
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
そ
の
も
の
を
取
扱
ふ
。
』
そ
し
て
汎
ゆ
る
在
る
竜
の
は
種
々
な
る
悶
．
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勒

り
方
』
○
。
耳
翼
薯
の
凶
器
に
於
い
て
『
自
ら
を
自
己
自
身
に
於
い
て
示
す
も
の
』
鎌
器
。
り
｛
島
擁
糞
。
欝
B
攣
饗
H
。
。
瓜
ぴ
q
・
轡
”
蓉
紙
衣
浄
と
し
て

現
象
す
る
。
然
ら
ば
，
『
黒
影
政
策
學
』
は
國
民
母
野
と
云
ふ
『
耐
會
構
図
膿
』
。
。
o
N
｛
斜
壁
O
魯
隷
留
の
如
何
な
る
『
在
り
方
』
に

就
い
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
か
？
・

　
汎
ゆ
る
存
在
す
る
竜
の
は
．
何
等
か
の
仕
方
に
於
い
て
存
在
し
何
等
か
の
様
相
に
於
い
て
現
象
す
る
限
抄
に
於
い
て
の
み
，
科

學
の
研
究
野
選
と
な
る
。
そ
れ
故
に
，
常
に
存
在
の
仕
方
が
閥
は
る
響
き
で
あ
る
。
し
か
も
，
種
々
な
る
存
在
の
仕
方
の
巾
で
既

存
的
・
現
實
的
・
可
能
的
の
三
現
象
様
相
が
原
初
的
に
撰
ば
れ
る
。
在
る
も
の
は
，
在
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
，
在
り
た
る
竜
の

で
あ
り
，
叉
在
り
得
る
所
の
凡
て
で
も
あ
る
が
故
に
，
汎
ゆ
る
竜
の
は
そ
れ
が
在
る
と
云
ふ
限
り
に
於
い
て
科
學
の
研
究
封
象
と

な
ゆ
得
る
。

報

暑



、

　
從
來
・
．
維
濟
學
に
於
い
て
は
歴
史
・
理
論
・
政
策
の
三
部
門
に
匿
曝
せ
ら
れ
る
の
を
通
則
と
し
た
。
そ
の
際
．
歴
史
の
日
指
す

所
は
経
濟
事
態
を
そ
の
生
起
を
通
し
て
既
存
的
存
在
の
仕
方
を
把
握
す
る
事
で
あ
り
、
理
論
は
現
實
的
存
在
の
仕
方
を
取
扱
っ
て

維
濟
過
程
に
於
け
る
法
則
の
爽
見
に
努
力
し
．
政
策
の
使
命
は
こ
れ
ら
の
知
識
を
實
践
に
結
び
つ
け
て
U
的
實
現
の
手
段
を
明
ら

か
に
す
る
に
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
た
。
と
れ
は
．
常
識
的
に
は
一
慮
承
認
せ
ら
る
碧
き
も
の
を
有
す
る
様
で
あ
る
が
，
必
ず
し
も

さ
う
で
は
な
い
。
軍
に
理
論
的
認
識
を
古
写
上
行
爲
に
慮
怨
す
る
事
に
よ
っ
て
．
『
臼
的
鐸
手
段
の
心
癖
』
を
樹
て
る
と
云
ふ
丈

け
で
は
な
し
に
．
舷
に
逃
避
難
行
爲
そ
れ
些
些
の
冊
有
な
る
存
在
の
仕
方
に
就
い
て
の
認
識
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
ア

吾
々
は
今
そ
れ
を
問
ふ
事
を
主
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
此
の
こ
と
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
た
め
に
，
吾
々
は
暫
ら
く
マ
ル
チ
ン
・
ハ
イ
ヂ
ッ
ガ
…
（
憲
㌶
跡
回
麟
。
賦
①
器
窪
）
の
『
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

論
』
○
暮
◎
δ
駐
。
の
ご
翻
に
耳
を
傾
け
よ
う
◎

　
『
世
界
内
存
在
』
（
ぎ
1
1
鎚
2
B
♂
＜
①
鳩
目
○
。
の
ぽ
）
と
し
て
は
，
入
間
な
ら
ざ
る
存
在
即
ち
『
物
在
者
』
＜
◎
魯
鍵
伽
窪
窃
と
人
聞
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

存
在
即
ち
『
實
存
』
b
霧
・
ぎ
と
が
あ
る
。
後
者
は
誰
、
前
者
は
何
と
云
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
實
存
は
毒
見
す
る
も
の
で
あ
り
，

物
在
者
は
嚢
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
廣
義
の
物
腰
者
と
實
存
と
の
幌
別
で
あ
る
が
，
墨
型
の
物
在
者
の
中
に
は
更
に
狭

義
の
『
物
在
者
』
と
『
用
心
者
』
N
昏
鍵
儀
窪
霧
と
の
匿
別
が
見
ら
れ
る
℃
吾
々
が
世
界
の
中
に
見
出
す
『
物
』
は
何
か
？
例
へ

ば
、
そ
こ
蕉
靴
を
見
る
。
そ
れ
は
誰
か
の
脱
ぎ
捨
て
た
靴
で
あ
る
。
即
ち
，
そ
れ
は
吾
々
の
關
心
を
懐
け
る
物
で
あ
っ
て
，
軍
な

る
物
で
は
な
い
◎
吾
々
が
通
常
見
出
す
存
在
者
は
『
何
か
の
た
め
の
物
』
で
あ
る
○
斯
く
の
如
き
存
在
者
を
『
用
在
者
』
と
蒙

　
　
　
郷
鴨
濟
政
策
學
の
霧
鹿
紘
卵
朗
難
㎜
襟
7
付
　
（
高
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
凶

ふ
。
こ
の
用
在
者
の
何
か
の
た
め
と
諸
ふ
意
義
を
無
硯
し
て
、
こ
れ
を
輩
な
る
物
と
槻
る
時
に
挾
義
の
趨
『
物
在
者
』
が
生
ず
る
◎

　
用
在
者
ば
臨
監
の
交
渉
d
平
熱
轟
・
配
慮
翻
霧
。
お
2
に
於
い
て
魚
見
さ
れ
る
。
吾
々
は
、
配
慮
に
於
い
て
出
合
は
す
存
在
者

を
『
用
具
』
N
2
σ
q
と
云
ふ
。
嚴
密
に
云
ふ
と
、
唯
だ
一
箇
の
用
具
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
働
用
具
の
存
在
に
は
常
に
『
用
具

全
艦
』
N
の
出
資
養
㊦
が
属
し
て
居
る
◎
用
具
は
本
質
的
に
は
『
何
々
の
た
め
に
あ
る
或
物
』
（
図
蒙
β
虹
難
豊
…
…
）
で
あ
る
◎

『
の
た
め
に
』
（
d
ヨ
＆
ξ
と
云
ふ
構
造
に
は
財
物
に
よ
る
或
物
の
指
示
が
含
ま
れ
て
居
て
，
特
定
の
指
示
と
し
て
は
有
用
性
・
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
可
能
性
な
ど
が
暴
げ
ら
れ
る
◎
用
寝
者
は
何
か
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
何
か
に
關
係
を
有
し
て
居
る
◎
用
在
者
が
如
何
な
る

も
の
か
と
云
ふ
事
は
、
そ
れ
が
何
に
嗣
係
を
亀
つ
か
と
云
ふ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
◎
用
具
と
の
交
渉
は
『
の
た
め
に
』
の
指
示
多

様
性
の
下
に
置
か
れ
て
居
る
。
斯
か
る
殿
方
に
適
懸
す
る
『
覗
』
。
。
｛
6
樗
即
ち
配
慮
に
於
い
て
覗
る
こ
と
が
用
具
観
即
ち
『
用
覗
』

d
ヨ
。
・
汐
欝
で
あ
る
。
こ
の
用
覗
に
よ
っ
て
用
在
者
が
畿
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
扱
て
，
か
繋
る
用
在
者
の
存
存
は
、
『
事
椿
…
』
ご
穏
の
醸
慧
黛
a
ω
に
存
す
る
◎
事
幡
…
と
．
は
用
在
者
が
如
何
な
る
も
の
か
と
歎
ふ
事
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
も

あ
る
。
そ
れ
は
結
局
何
に
役
立
つ
か
と
云
ふ
事
に
な
る
。
用
在
者
の
存
在
よ
り
事
前
に
事
情
が
興
へ
ら
れ
．
事
惜
そ
れ
自
身
は
事

惰
全
艦
の
前
夢
見
に
基
い
て
の
み
書
見
ぜ
ら
れ
る
。
『
事
情
全
艦
』
如
癖
の
≦
き
無
駐
鵯
慧
ぴ
簿
と
は
、
『
の
た
め
に
』
の
關
係
全
艦
で

あ
る
。
だ
か
ら
，
用
在
者
の
存
在
が
獲
見
せ
ら
れ
る
以
前
に
、
喫
の
駐
在
者
の
聾
す
る
事
情
全
禮
が
開
示
せ
ら
れ
て
居
な
け
れ
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
な
い
◎
此
の
様
に
『
用
親
』
は
手
許
に
在
る
用
具
關
聯
の
事
情
的
交
渉
の
中
で
働
く
。
そ
れ
は
叉
そ
の
時
々
に
於
け
る
用
具

世
界
と
そ
れ
に
所
厩
す
る
公
爵
的
環
境
世
界
の
用
具
全
膿
に
臆
す
る
多
少
と
も
明
瞭
な
る
概
観
に
よ
る
指
導
の
下
に
立
つ
。
此
の

獅



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
も
　
　
ゼ
　
　
ゑ
　
　
や
　
　
も
　
　
ゑ
　
　
や
　
　
も
　
　
も

『
概
観
』
の
本
質
的
な
黙
は
、
そ
の
中
に
配
慮
の
着
手
せ
ら
た
所
の
事
情
短
慮
の
原
初
的
理
解
に
あ
る
◎
配
慮
を
開
明
す
る
概

観
は
、
そ
の
光
を
ば
實
存
の
『
存
在
可
能
』
。
。
①
ぎ
峯
9
窪
か
ら
受
取
る
。
配
慮
の
概
再
議
用
覗
は
，
そ
れ
ん
＼
の
場
合
の
使
用
や

仕
事
に
於
い
て
，
観
た
も
の
x
解
繹
と
云
ふ
方
法
で
實
存
に
用
在
者
を
近
付
け
檬
と
す
る
。
配
慮
し
た
も
の
の
・
特
別
の
。
用
硯

的
な
解
繹
的
接
近
は
、
『
洞
察
』
d
魯
窪
『
磐
轟
と
名
付
け
ら
れ
る
纏
そ
の
特
別
な
る
二
黒
は
『
若
し
脇
…
…
な
ら
ば
、
斯
う
だ
』

ノ
＜
①
暑
“
の
。
で
あ
る
◎
洞
察
が
此
の
葬
式
の
申
で
働
き
得
る
た
め
に
は
、
配
慮
が
既
に
一
つ
の
事
事
關
聯
を
『
概
見
的
に
』
了
解

し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
若
し
も
斯
う
な
ら
ば
』
≦
の
§
を
穿
っ
て
表
現
ざ
れ
て
居
る
も
の
が
既
に
『
是
々
の
も
の
と
し

て
』
鑑
。
。
痔
。
。
＝
薮
創
霧
理
解
さ
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
嫉
め
に
は
、
用
具
理
解
が
『
断
定
』
℃
物
象
簿
｛
◎
瓢
に
於

い
て
表
現
さ
れ
て
居
る
必
要
は
な
い
。
『
熱
る
竜
の
と
し
て
の
至
る
も
の
』
年
三
器
鋤
紛
金
壷
麟
。
・
・
な
る
圖
式
が
既
に
断
定
以
前
の
理

解
性
の
構
造
の
中
に
表
現
さ
れ
で
居
る
。

　
次
に
『
愈
愈
者
』
を
見
直
す
に
は
、
先
づ
用
在
性
を
無
親
し
て
物
在
者
へ
の
照
準
を
着
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
る
脇
の
を

見
出
す
の
に
、
前
以
っ
て
照
準
を
つ
け
る
事
を
『
嘉
言
』
＜
◎
四
一
。
ぽ
と
云
ふ
が
、
為
重
者
へ
の
照
準
を
つ
け
る
事
を
『
凝
硯
』

頃
叫
蕊
8
簿
と
云
ひ
，
『
用
親
』
O
ヨ
。
。
8
欝
か
ら
覆
臆
す
る
◎
凝
覗
に
於
い
て
始
め
て
も
物
が
軍
な
る
も
の
と
し
て
捕
へ
ら
れ
る
◎

即
ち
、
吾
々
が
先
づ
事
前
ふ
手
許
に
在
る
物
は
新
た
に
眼
の
前
に
在
る
も
の
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
◎
こ
れ
は
世
界
内
存
在
者
と
の
．

配
慮
的
交
渉
を
指
導
し
て
居
た
存
在
理
解
が
韓
換
し
た
の
で
あ
る
。

　
撮
て
、
『
實
轟
轟
』
な
る
用
覗
的
利
用
や
使
用
か
ら
『
理
論
的
』
研
究
へ
a
蜜
蝋
は
、
次
の
様
な
形
で
読
明
さ
れ
易
い
。
即
ち
、

　
　
　
輝
濟
政
策
學
の
存
在
論
的
基
礎
付
　
（
高
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～
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六
六

存
在
者
へ
の
純
輝
注
硯
は
そ
の
時
々
に
於
け
る
仕
事
の
配
慮
を
抑
制
す
る
事
に
よ
っ
て
生
す
る
と
云
ふ
風
に
特
徴
付
ら
れ
勝
ち
で

あ
る
。
斯
く
て
理
論
は
そ
の
存
在
論
的
可
能
を
『
實
践
の
喪
失
』
即
ち
『
欠
如
』
男
畿
養
鋤
◎
瓢
に
員
ふ
事
に
な
る
様
で
あ
る
が
．
し

か
し
用
具
使
用
を
抑
止
す
る
事
が
既
に
理
論
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
か
ら
，
停
滞
的
・
観
察
的
用
覗
は
全
く
配
慮
さ
れ
た
・
手
許

に
あ
る
用
具
に
固
着
し
て
居
る
◎
　
『
濃
抹
的
』
交
渉
は
自
己
固
有
の
停
滞
の
仕
方
を
も
つ
て
居
る
◎
そ
し
て
，
實
践
が
そ
の
特
殊

の
親
、
即
ち
理
論
を
所
有
し
て
居
る
と
同
橡
に
、
理
論
的
研
究
は
そ
れ
自
身
の
實
践
な
し
に
は
存
在
し
な
い
。
物
在
者
の
み
な
ら

す
、
用
在
者
と
難
も
亦
科
滝
壷
研
究
の
主
題
と
な
り
得
る
事
は
、
傳
記
章
露
華
し
て
來
る
環
境
の
研
究
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
叉
實
在
の
申
で
は
、
日
常
手
許
に
在
る
用
具
關
聯
も
そ
の
歴
史
的
獲
生
及
び
捕
滅
、
並
び
に
事
實
上
の
役
目
は
わ
が
経
濟
學

の
封
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
，
用
在
者
ほ
選
る
墨
壷
の
封
象
と
な
り
得
る
た
め
に
そ
の
用
具
性
格
を
喪
失
す
る
必

要
を
み
な
い
。
實
存
が
用
具
露
寒
と
關
は
り
得
る
た
め
に
は
、
事
情
を
理
解
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
換
言
す
れ
ば
、
實
存

に
一
つ
の
世
界
が
開
示
さ
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
　
『
生
存
は
理
解
と
し
て
自
己
の
存
在
を
可
能
性
へ
投
企
し
て
居
る
◎
こ

の
理
解
の
完
成
を
吾
々
は
『
解
繹
』
》
諺
審
理
轟
と
呼
ぶ
◎
解
繹
の
申
で
理
解
は
理
解
さ
れ
た
も
の
を
理
解
的
に
わ
が
も
の
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

て
居
る
。
解
毒
は
理
解
さ
れ
た
も
の
髭
認
知
で
あ
り
、
理
解
に
於
い
て
投
企
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
完
成
で
あ
る
◎
』

　
　
ω
科
學
と
し
て
の
纏
濟
地
理
學
の
誕
生
の
た
め
ρ
騨
ひ
は
、
わ
が
國
に
於
い
て
は
十
絵
年
前
に
川
西
博
士
、
黒
正
博
士
な
ど
に
よ
っ
て
行

　
　
　
　
は
れ
た
○
私
も
亦
こ
れ
ど
同
一
方
向
を
辿
っ
た
が
、
今
H
か
ら
灘
る
と
意
に
充
た
な
い
雛
も
あ
る
の
で
為
事
『
廣
域
圏
纏
濟
電
理
學
』

　
　
　
　
な
る
題
名
の
下
に
忙
し
く
そ
の
存
在
論
的
墓
．
礎
付
を
企
て
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
何
時
の
H
に
庭
上
所
か
ら
撫
で
來
る
か
は
、
今
H
橡

　
　
　
　
測
出
來
な
い
◎
否
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
更
に
そ
れ
が
お
3
9
に
よ
っ
て
紳
碑
の
灰
蝶
に
な
っ
て
三
っ
て
居
る
か
勇
知
れ
な
い
◎
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六
八

『
纒
濟
政
策
學
の
存
在
論
的
基
礎
付

　
前
述
せ
る
序
論
に
よ
っ
て
、
吾
々
は
下
堤
政
策
學
が
如
何
に
し
て
『
生
活
上
算
し
い
』
ド
冨
奮
誉
ぽ
貫
維
濟
政
策
の
扇
標
を
設

定
し
，
鰹
濟
生
清
の
關
聯
を
深
く
徹
底
的
に
考
へ
篤
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
生
活
上
正
し
い
剰
断
に
即
せ
る
『
當
爲
』
◎
。
◎
濠
鵠
を

蜜
践
に
移
し
得
る
か
を
識
る
上
に
於
け
る
汎
ゆ
る
手
懸
夢
及
び
示
唆
を
得
る
ご
と
が
出
來
た
で
あ
ら
う
。
こ
㌧
に
、
吾
々
は
『
規

範
』
『
理
解
』
及
び
『
當
爲
』
の
三
つ
の
面
に
於
い
て
維
濟
政
策
學
を
新
し
く
『
存
在
論
』
○
簿
◎
ざ
讐
q
に
の
立
場
か
ら
基
礎
付
け
る

こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
規
範
一
穏
的
設
定

　
維
濟
の
根
本
理
解
は
，
當
然
國
民
生
活
の
存
綾
を
以
っ
て
維
濟
政
策
の
最
高
に
し
て
窮
極
的
な
る
目
標
と
な
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
事
を
教
へ
，
ま
た
こ
れ
が
生
活
上
正
し
い
維
濟
政
策
の
意
味
の
肯
定
に
導
く
の
で
あ
る
。
從
っ
て
，
経
濟
政
策
は
國
民
D
生
活

重
力
の
促
進
の
た
め
の
物
質
的
前
提
を
創
の
拙
す
こ
と
に
な
る
◎
か
く
て
，
今
臼
経
濟
政
策
は
、
イ
訟
ッ
セ
ン
Q
Φ
蕊
密
器
窪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
主
張
す
る
檬
に
、
論
義
の
國
防
維
濟
政
策
即
ち
廣
域
維
濟
政
策
へ
と
獲
展
せ
ざ
る
を
得
な
い
◎
．

　
扱
て
，
此
の
様
に
『
生
活
上
里
し
い
』
維
濟
政
策
の
本
質
の
理
解
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
？

　
経
濟
政
策
は
．
先
づ
大
規
模
な
る
構
成
作
用
を
國
民
維
濟
に
向
け
る
。
次
に
，
維
濟
政
策
の
椿
成
作
用
は
國
家
財
政
か
ら
家
政

に
及
び
、
そ
し
て
叉
企
業
・
”
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
組
合
・
市
場
等
の
『
目
的
構
成
膿
』
に
も
干
渉
す
る
◎
斯
か
る
政
策
の
實
践
は
経



濟
政
策
家
自
身
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
居
る
が
，
そ
の
目
的
設
定
に
際
し
て
は
漁
家
的
立
場
か
ら
『
存
在
上
慌
し
い
』
も
の
，
に
就
い

て
の
判
断
が
彼
を
助
け
る
。
夕
嵐
的
立
場
に
於
け
る
『
存
在
上
盤
し
い
』
・
。
鼠
霊
媒
旧
劇
臓
も
の
は
叉
吾
々
の
維
濟
生
活
に
於
い
て
も

『
生
活
上
正
し
い
』
一
癖
①
諺
こ
ρ
銘
α
q
も
の
と
し
て
愛
序
す
る
。
生
活
へ
の
構
成
一
般
の
立
場
か
ら
正
し
い
も
の
に
蔑
す
る
制
断
は

必
然
的
に
國
民
の
生
活
重
力
へ
の
影
響
を
脳
裡
に
置
い
て
の
み
下
さ
れ
る
。
斯
く
て
，
凡
て
の
紫
野
は
，
田
切
の
野
々
の
も
の
に

就
い
て
，
そ
れ
が
構
成
儲
に
役
立
つ
様
に
決
定
す
る
た
め
に
は
，
構
成
罷
全
罷
へ
の
關
聯
か
ら
出
て
思
考
す
る
義
務
が
あ
る
。
例

へ
ば
、
便
格
の
公
定
は
、
必
然
的
に
撃
手
も
買
手
も
そ
れ
を
聖
域
龍
の
立
場
か
ら
存
在
上
正
し
い
も
の
と
し
て
，
從
っ
て
又
國
民

の
生
活
重
力
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
事
に
依
存
す
る
Q
そ
し
て
そ
の
上
に
立
っ
て
政
治
的
に
形
成
せ
ら
れ
る
。
政

治
や
宗
敏
も
，
そ
れ
が
維
濟
生
活
の
面
に
現
れ
る
限
り
に
於
い
て
，
常
に
経
黒
黒
値
の
實
現
を
以
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
濟
債
値
は
窮
極
に
於
い
て
世
界
槻
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
維
濟
生
活
の
面
に
降
り
立
つ
限
り
に
於
い
て
，

吾
々
は
そ
れ
に
熱
し
て
客
観
的
な
る
存
在
論
的
便
値
判
断
を
下
す
こ
と
が
出
苦
る
。
斯
く
て
，
経
濟
政
策
の
理
想
た
る
債
値
と
現

實
分
析
の
封
象
と
な
る
も
の
ど
は
等
質
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
叉
そ
の
欄
に
は
蓮
絞
關
係
が
成
立
し
得
る
様
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
，
政
策
理
想
は
現
實
化
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
理
想
は
か
く
て

現
實
に
即
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
併
し
現
實
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
政
策
學
の
成
立
の
前
提
と
し
て
は
、
現
實
把
握

と
理
想
設
定
と
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
っ
て
居
る
。
射
っ
て
、
之
の
中
の
一
つ
で
も
科
學
上
不
可
能
と
な
れ
ば
、
政
策
學
は
不
可

能
と
な
る
。
然
る
に
、
上
述
せ
る
所
構
よ
つ
て
，
経
費
政
策
の
主
龍
は
存
在
論
的
偵
学
制
断
に
從
っ
て
そ
の
目
的
を
設
定
し
て
，

　
　
　
郷
…
濟
政
策
學
の
み
仔
・
在
脇
㈱
的
甚
…
礎
付
　
　
（
官
薗
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
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七
〇

　
い
ま
そ
れ
が
實
現
の
た
め
の
手
段
を
講
ず
る
事
が
爾
禺
來
る
の
で
あ
る
◎

　
斯
檬
に
し
て
、
生
活
上
正
し
い
維
濟
政
策
の
本
質
は
、
国
民
の
生
活
に
議
し
て
窮
局
に
し
て
最
高
の
指
導
を
輿
へ
る
黙
に
診

る
◎
こ
の
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
，
『
指
導
』
な
る
作
用
を
維
濟
生
活
の
全
般
的
寄
身
の
中
に
正
し
く
組
み
入
れ
る
蒸
と

に
成
功
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
こ
の
檬
に
し
て
維
濟
生
活
は
『
構
成
』
さ
れ
て
行
く
。
構
成
は
維
濟
生
活
の
『
規
制
』
と
し
て

把
握
せ
ら
れ
る
◎
経
濟
政
策
は
．
國
民
経
濟
政
策
と
し
て
，
維
濟
生
活
の
指
導
規
制
に
於
い
て
其
の
重
み
を
實
践
的
に
嚢
揮
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
事
な
く
、
そ
の
目
標
設
定
に
よ
っ
て
維
濟
生
活
の
四
規
制
全
腸
を
支
配
す
る
◎
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
の

っ
て
、
経
濟
政
策
は
生
活
の
大
峰
聯
の
中
に
於
い
て
認
む
べ
き
場
所
を
地
無
し
た
鐸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
　
理
解
一
三
實
分
析

　
然
ら
ば
、
如
何
に
『
指
導
規
制
』
を
行
ふ
か
と
去
ふ
事
が
次
に
問
題
と
な
る
が
，
そ
の
前
に
吾
汝
は
『
纂
情
理
解
』
の
把
握
が

必
要
で
あ
る
。
即
ち
，
壁
越
生
活
の
關
聯
は
如
何
に
構
成
さ
れ
て
居
る
か
と
云
ふ
『
現
實
分
析
』
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
◎
こ
れ
を
上
る
こ
と
な
く
し
て
は
，
経
濟
政
策
の
目
標
が
如
何
に
疋
し
く
樹
立
せ
ら
れ
て
亀
．
生
活
上
塗
し
い
『
當
爲
』
た
る

政
策
を
行
ぴ
難
い
事
と
な
る
。
／
｛

　
叢
に
吾
々
の
『
事
情
理
解
』
叉
は
貫
，
現
實
分
祈
』
の
封
象
と
な
る
も
の
は
．
云
ふ
ま
で
も
な
く
．
實
践
的
経
濟
政
策
的
措
置
の

罷
系
で
あ
る
◎
そ
れ
は
、
『
既
存
し
つ
製
・
現
前
す
る
將
來
』
（
鳴
饗
露
鼠
“
機
護
窪
急
襲
蒔
⇔
N
鼻
§
浄
）
と
云
ふ
『
時
聞
性
』
に

於
い
て
存
在
し
、
既
存
的
・
現
實
的
及
び
可
能
的
な
る
三
つ
の
存
在
の
仕
方
を
も
つ
。



　
吾
々
は
先
づ
歴
史
的
に
獲
着
し
て
現
在
に
至
れ
る
器
機
的
維
濟
政
策
を
ば
、
國
民
経
濟
と
云
ふ
『
耽
會
構
成
罷
』
の
中
に
於
け

る
全
艦
的
關
聯
に
於
い
て
客
観
的
に
儀
式
『
寄
る
も
の
と
し
て
の
労
る
も
の
』
津
譲
霧
巴
の
簿
≦
霧
に
從
っ
て
『
概
観
』
す
る
こ

と
に
在
る
。
概
観
の
本
質
的
な
黙
は
事
情
全
膿
の
原
初
的
理
解
に
在
る
が
故
に
、
吾
々
は
實
践
帯
心
濟
政
策
の
諸
措
置
を
ば
全
膿

と
し
て
膿
系
的
に
理
解
す
る
事
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
現
實
分
折
に
重
黙
を
置
く
磯
部
敏
授
は
、
最
近
の
著
書
に
於

い
て
次
の
様
に
述
べ
て
居
る
◎
　
曰
く
，
『
盛
暑
政
策
の
達
意
を
理
解
す
る
最
も
篤
實
な
道
は
、
實
際
に
施
行
さ
れ
て
居
る
維
濟
政

策
の
検
討
を
通
じ
て
そ
の
基
底
と
な
れ
る
も
の
を
把
捉
す
る
に
あ
る
◎
…
…
な
ほ
，
吾
々
は
も
と
よ
り
わ
が
國
の
問
題
を
問
題
と

す
る
の
で
あ
る
が
毫
今
臼
を
理
解
す
る
に
必
要
な
る
限
り
今
日
を
育
ん
だ
過
去
に
も
湖
ら
ね
ば
な
ら
す
、
叉
他
方
わ
が
國
の
施
策

に
示
唆
を
輿
へ
る
諸
外
電
の
施
策
へ
の
一
瞥
を
も
省
略
す
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
維
濟
政
策
の
將
來
に
封
ず
る
見
透
し
は
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

く
消
極
で
あ
る
。
こ
の
鮎
に
關
し
て
は
、
述
べ
る
に
適
當
な
人
々
が
他
に
あ
る
で
あ
ら
う
。
』
と
。
實
際
、
今
日
術
ほ
多
く
の
學

者
は
ウ
ェ
バ
ー
の
立
場
を
守
り
、
黒
磯
分
折
に
重
黙
を
置
き
，
『
當
爲
』
は
實
際
家
の
仕
事
と
み
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
斯
か
る
態
度
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
や
が
て
後
に
探
り
上
げ
ら
る
轟
き
第
三
の
問
題
に
厩
す
る
が
、
兎
に
角
『
現
下
分
析
』
が

維
濟
政
策
學
の
申
に
於
い
て
重
要
な
る
部
分
を
形
成
し
て
來
た
事
は
事
實
で
あ
り
，
叉
そ
の
必
要
も
あ
る
の
で
あ
る
。
維
濟
政
策

學
に
於
け
る
現
實
分
析
は
、
維
濟
現
象
を
ぱ
何
か
に
よ
っ
て
意
慾
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
扱
ぴ
、
こ
れ
を
政
策
主
膿
に
よ
っ
て
意

慾
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
即
ち
目
的
に
封
ず
る
手
段
の
膿
系
と
し
て
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
目
的
論
的
方
法
に
よ
っ

て
指
導
さ
れ
る
も
の
と
云
へ
る
。
目
的
論
は
現
象
を
ば
口
的
手
段
の
範
疇
に
よ
っ
て
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
關
係
は
軍

　
　
　
経
濟
政
鷹
果
墨
・
の
み
仔
在
弧
卵
的
嬢
…
礎
㎝
付
　
（
高
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
圃



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
　
　
　
　
　
．

に
孤
立
的
に
他
の
目
的
手
段
關
係
と
無
關
係
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
閥
に
上
下
の
段
階
關
係
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の

竜
の
製
統
禮
を
構
成
す
る
の
で
あ
み
。

　
斯
様
に
目
的
論
的
方
法
に
よ
っ
て
直
轄
分
析
を
行
ふ
と
こ
ろ
の
政
策
學
に
於
け
る
現
量
分
析
は
、
井
藤
博
士
の
嚢
ふ
が
如
べ
，

麗
實
貰
が
政
事
的
に
照
ら
し
て
蟹
を
具
象
す
る
や
否
や
、
、
又
如
何
馨
程
度
に
於
い
て
会
商
脇
』
と
し
て
採
呈

げ
ら
る
轟
き
で
あ
る
◎
若
し
現
實
世
界
に
於
い
て
政
策
目
的
が
達
成
さ
れ
て
居
る
場
合
に
は
，
政
策
學
の
構
成
は
不
必
要
と
な

る
。
理
想
と
現
實
と
の
聞
に
隔
離
の
存
す
る
場
合
に
始
め
て
そ
こ
に
政
策
學
の
必
要
を
み
る
◎
政
策
目
的
は
現
實
化
ぜ
ら
る
可
き

で
あ
る
◎
從
っ
て
辱
現
實
を
理
解
し
な
け
れ
ば
，
政
策
原
則
を
樹
立
す
る
事
も
出
卜
す
，
叉
政
策
目
的
が
如
何
な
る
程
度
で
現
蟹

化
さ
れ
る
か
と
云
ふ
こ
と
も
明
ら
か
に
し
得
な
い
事
に
な
る
◎
此
の
意
味
に
於
い
て
曾
爾
分
析
が
不
充
分
な
場
合
に
は
，
そ
の
上

に
立
つ
政
策
學
も
室
想
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
爾
ほ
此
の
現
露
分
祈
に
於
い
て
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
，
現
在
の

経
濟
政
策
艦
系
を
そ
の
生
成
の
歴
史
り
相
に
於
い
て
み
る
事
と
、
同
一
類
型
の
維
濟
政
策
を
行
っ
て
居
る
他
圃
の
そ
れ
を
他
山
の

石
と
す
る
事
と
で
あ
る
。
こ
の
事
に
よ
っ
て
適
正
な
る
脚
『
當
爲
』
に
封
ず
る
示
唆
を
う
け
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

　
そ
し
て
、
理
論
維
濟
學
に
於
け
る
『
経
濟
循
環
』
及
び
『
経
濟
攣
動
』
に
就
い
て
の
抽
象
的
理
論
が
斯
か
る
現
舞
分
析
を
助
ゆ

る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
◎
と
云
ふ
の
は
，
理
論
蘇
蜜
學
も
露
盤
政
策
學
も
同
回
の
意
味
に
於
い
て
『
政
治
的
』
経
濟
の
在
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騎
．

を
問
題
と
し
、
研
究
野
象
に
於
い
て
も
世
界
槻
に
於
い
て
も
共
に
根
本
的
に
同
叫
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
◎
爾
者
は
と
も
に
欲
求
と

充
當
と
の
持
綾
的
調
和
の
精
榊
に
於
け
る
人
聞
共
同
生
活
の
構
成
と
去
ふ
経
濟
の
課
題
に
立
ち
向
ふ
黙
に
於
い
て
は
同
輔
で
あ
る



が
，
理
論
経
濟
學
が
一
般
的
。
抽
象
的
に
問
題
を
と
り
あ
げ
る
の
に
反
し
て
．
維
濟
政
策
學
は
特
殊
具
無
性
に
於
け
る
實
践
的
三

盛
政
策
の
直
覧
を
分
析
す
る
。
從
っ
て
．
ワ
グ
ナ
ー
の
如
く
爾
者
の
根
本
的
性
質
の
差
異
を
認
適
す
、
露
な
る
程
度
の
差
異
と
解

　
　
　
　
　
　
　
　
の

す
る
も
の
が
生
す
る
。
斯
か
る
抽
象
度
の
相
違
が
既
に
爾
者
の
猫
立
性
を
保
蔑
す
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
又
そ
こ
に
は
『
當
爲
』

へ
の
關
説
の
有
無
と
云
ふ
明
自
な
る
標
識
が
あ
ら
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
理
論
維
濟
學
と
維
濟
政
策
學
と
は
各
々
濁

立
の
科
學
と
し
て
存
在
し
得
る
事
に
な
る
。
こ
れ
は
，
露
な
る
『
便
宜
的
考
慮
』
（
ワ
グ
ナ
ー
）
と
か
『
認
識
の
里
芋
』
（
イ
識
ッ

セ
ン
）
と
か
を
超
え
た
確
乎
た
る
分
類
の
基
準
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
斯
檬
に
し
て
、
既
存
的
並
び
に
現
實
的
存
在
と
し
て
の
維
濟
政
策
的
措
置
の
『
在
り
方
』
に
就
い
て
の
理
解
即
ち
『
現
實
分
析
』
、

は
之
を
客
槻
的
に
行
ふ
事
が
可
能
で
あ
る
。
こ
蕊
ま
で
は
問
題
が
な
い
。
し
か
し
、
経
濟
政
策
學
に
於
い
て
問
題
と
な
っ
て
來
た

の
は
、
維
濟
政
策
の
『
目
的
設
定
』
と
そ
れ
に
基
く
『
政
策
指
導
』
と
で
あ
る
。
璃
的
設
定
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
か
ら
，
残

さ
れ
て
み
る
の
は
後
者
の
み
で
あ
る
◎
そ
れ
は
即
ち
可
能
的
存
在
の
仕
方
に
封
ず
る
當
爲
を
問
題
と
す
る
事
に
外
な
ら
な
い
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
當
爲
－
政
策
指
導

　
扱
て
、
経
論
生
活
は
絶
え
ず
憂
動
ず
る
か
ら
そ
れ
に
叡
慮
し
て
『
事
惰
全
学
の
理
解
』
と
し
て
の
面
に
於
け
る
維
濟
政
策
の
理

論
的
研
究
も
亦
進
め
ら
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
が
，
そ
れ
の
み
に
停
滞
せ
す
更
に
斯
か
る
理
論
的
研
究
は
維
濟
の
本
質
か
ら
の
統

轄
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
關
聯
に
藩
駕
す
る
と
，
維
憲
政
策
士
は
一
方
理
論
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
「

る
と
共
に
他
方
慧
智
的
な
も
の
と
し
て
特
徴
付
ら
れ
る
象
に
な
る
。
斯
く
て
、
維
濟
政
策
學
の
任
務
は
軍
に
野
饗
の
客
観
的
現
象

　
　
　
郷
脇
糟
政
憐
階
學
の
左
り
・
羅
論
的
難
｝
礎
付
　
（
官
陶
橋
）
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七
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

を
後
か
ら
追
っ
て
、
そ
れ
の
竜
つ
關
聯
を
確
立
し
、
そ
れ
の
生
成
の
根
本
を
論
明
し
て
行
風
と
云
ふ
追
随
的
仕
事
の
中
に
局
限
す

る
こ
と
を
以
っ
て
満
足
せ
す
、
更
に
経
濟
宅
膿
が
新
し
く
経
濟
生
活
を
構
成
し
て
行
く
の
を
指
導
す
る
と
嚢
ふ
實
践
的
仕
事
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃
　
、

で
鑛
大
し
て
行
か
ん
と
す
る
事
に
ま
で
及
ぶ
．
維
濟
現
象
な
る
竜
の
は
．
経
濟
政
策
實
践
者
が
自
ら
そ
の
一
員
で
あ
る
経
濟
生
活

の
機
構
を
認
識
し
て
一
方
そ
れ
に
適
薄
し
乍
ら
、
他
方
そ
の
機
構
を
攣
硬
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
経
濟
政
策
は
．
剛
面

に
於
い
て
現
實
分
析
の
翁
忌
で
あ
る
と
共
に
、
幾
時
に
他
面
に
於
い
て
政
策
暴
騰
の
敏
論
で
あ
る
と
云
は
ぎ
る
鴨
を
得
な
い
の
で

　
鋤
あ
る
○

　
こ
の
様
に
し
て
實
践
的
経
濟
政
策
燈
系
と
嚢
ふ
『
事
情
全
罷
』
の
申
に
は
、
絶
え
ず
政
策
的
措
置
が
働
き
績
け
、
こ
れ
が
理
解

性
の
構
造
の
上
に
立
っ
て
未
來
に
向
っ
て
生
活
上
曝
し
い
困
民
経
濟
の
岡
．
構
成
』
へ
と
作
用
す
る
の
で
あ
る
◎
そ
の
際
、
維
濟
政

策
的
措
置
即
ち
『
當
爲
』
。
。
。
剛
一
窪
は
そ
の
光
を
ば
存
在
可
能
か
ら
受
取
る
こ
と
が
出
纏
る
。
即
ち
、
『
理
解
』
の
面
に
於
い
て
得
ら

れ
た
蜜
践
的
経
濟
政
策
艦
系
の
理
解
性
の
構
造
に
就
い
て
の
客
観
的
な
る
理
論
的
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
『
可

能
的
存
在
』
と
し
て
の
當
爲
を
『
若
し
も
斯
う
な
ら
ば
』
芝
の
§
琵
8
の
國
式
に
照
ら
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ

の
場
合
に
ゴ
ッ
｝
ル
の
所
謂
『
存
在
論
的
二
値
判
断
』
が
下
さ
れ
る
限
り
唾
そ
れ
は
客
観
性
を
有
す
る
。

　
斯
…
様
に
し
て
、
経
濟
政
策
學
は
嚇
箇
猫
立
の
『
夏
号
』
譲
圃
。
。
。
。
の
蕊
。
ξ
津
と
成
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
決
し
て
そ
の
中
に
『
技

術
論
』
が
、
全
然
含
ま
れ
な
い
事
を
主
張
す
る
課
で
は
な
い
。
自
然
科
學
が
、
因
果
法
則
の
探
求
に
始
っ
て
技
術
の
完
成
に
終
る

の
に
封
し
て
祉
禽
科
學
は
客
観
的
な
る
行
動
原
理
の
理
解
に
始
ま
り
政
策
へ
の
指
針
の
授
輿
に
絡
る
轟
き
で
あ
る
◎
こ
の
意
味
に



於
い
て
、
實
際
生
活
は
政
策
原
則
を
基
礎
と
し
て
蓮
螢
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
論
維
濟
學
の
知
識
の
み
で
は
こ
れ
を
蓮
螢
し

得
な
い
。
理
論
維
濟
學
が
現
實
の
維
濟
生
活
の
在
り
方
に
就
い
て
定
立
せ
る
法
則
を
，
政
策
學
の
中
に
包
含
さ
せ
て
始
め
て
そ
れ

が
入
闇
債
値
生
活
の
向
上
に
心
し
て
遙
か
に
直
接
に
貢
献
す
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
維
濟
政
策
學
は
理
論
維
濟
學

よ
り
も
實
際
的
・
實
用
的
で
あ
り
、
謂
は
穿
理
論
維
濟
學
と
現
實
の
維
濟
生
活
と
の
橋
渡
を
な
す
も
の
と
な
る
。
こ
瓦
に
技
術
論

の
存
在
理
由
を
見
出
す
。
政
治
・
債
値
判
断
・
世
界
観
か
ら
自
由
な
る
理
論
を
擁
護
し
た
ウ
ェ
バ
ー
や
ゾ
ム
バ
ル
ト
と
難
も
債
値

判
断
を
問
題
と
し
な
い
の
で
は
な
い
。
所
與
の
目
的
に
封
ず
る
手
段
の
適
慮
性
に
關
す
る
日
的
論
的
債
、
値
判
断
を
行
ふ
事
が
抜
術

論
た
る
維
濟
政
策
學
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
云
ふ
所
，
に
よ
る
と
、
實
践
華
甲
民
維
濟
學
（
維
濟
政
策
論
）
、

は
一
定
の
目
的
を
総
て
瓦
こ
れ
が
實
現
へ
の
手
段
を
求
め
、
維
濟
の
領
域
に
於
け
る
實
践
的
管
理
任
務
を
理
解
し
、
官
吏
に
封
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

て
そ
の
活
動
に
必
要
な
る
知
識
を
輿
へ
る
技
術
論
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
技
術
論
は
規
範
な
る
名
総
を
以
っ
て
誤
ま
り
呼
ば
れ
て

居
る
が
、
技
術
論
は
規
範
自
膿
即
ち
目
的
を
論
究
す
べ
き
で
は
な
く
、
目
的
實
現
に
役
立
つ
手
段
の
み
を
論
及
婆
べ
き
で
あ
る
。

技
術
論
は
斯
様
に
債
値
判
断
を
行
は
ぬ
か
ら
、
目
的
自
禮
は
技
術
論
で
は
決
定
せ
ら
れ
な
い
。
此
の
黙
に
於
い
て
、
技
術
論
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

ゾ
ム
バ
ル
ト
の
云
ふ
所
に
よ
る
と
科
學
に
似
て
居
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
凡
そ
偉
大
な
る
知
識
領
域
・
は
、
そ
の
中
に
實
践
的
知
識
を
包
卸
す
る
が
故
に
．
生
活
及
び
職
業
に
利
用
し
得
べ
き
も
の
と
な

る
。
從
っ
て
そ
煎
は
そ
の
專
門
と
す
る
知
識
領
域
に
就
い
て
の
『
科
學
』
の
外
に
『
抜
術
論
』
を
も
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
野
幌
や
讐
學
は
今
日
で
も
術
ほ
斯
か
る
技
術
論
を
多
分
に
包
撮
し
て
居
る
。
斯
く
て
，
技
術
論
は
｝
般
に
就
心
々
羅
に
も
存

　
　
　
経
濟
政
策
學
の
・
存
在
駄
醐
蘭
円
莱
h
礎
付
　
（
賢
回
総
…
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



七
六

　
す
る
が
，
そ
の
存
在
の
仕
方
は
自
然
科
學
の
そ
れ
と
は
異
る
。

　　

[
科
昊
る
物
彊
や
化
學
の
樹
立
せ
ゑ
．
無
様
厳
法
饗
、
自
然
事
物
の
肇
と
埜
と
に
關
す
る
藩
論
に
利
用
せ

　
　
　
　
　
　
み

ら
れ
て
居
る
。
自
然
の
領
域
慮
於
い
て
技
術
は
常
に
既
知
物
と
の
み
關
評
す
る
。
無
電
や
塞
申
窒
素
固
定
の
如
き
最
も
飛
躍
的
な

技
術
上
の
革
新
で
さ
へ
，
既
知
の
素
材
ど
力
と
の
連
絡
以
外
に
樵
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
，
祉
會
の
旗
域
で
は
企

業
家
或
ひ
は
点
景
政
策
主
謄
の
汎
ゆ
る
行
爲
に
於
い
て
問
題
と
な
る
の
は
，
既
知
の
要
因
と
未
知
の
要
因
と
を
結
合
し
て
所
望
の

作
用
を
招
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
精
紳
形
象
』
O
の
寡
鵯
甑
傷
即
ち
法
規
、
統
計
，
訓
令
、
租
税
制
度
及
び
各
穂
の
組
織
等
に
沈

　
　
　
，
・
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

響
回
せ
る
も
の
が
既
知
物
で
あ
り
、
尚
ほ
・
禾
だ
に
『
心
籔
』
○
り
⑦
鉱
。
に
停
ま
る
一
切
の
も
の
が
未
知
物
で
あ
る
◎

　
　
扱
て
，
経
濟
生
活
に
就
い
て
の
知
識
膿
系
は
技
術
論
を
以
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
さ
へ
云
は
れ
み
程
で
あ
る
。
家
計
の
書
，
官
房

財
政
の
書
は
、
わ
が
経
費
科
學
に
於
け
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
◎
資
本
主
義
の
獲
展
と
共
に
、
技
術
論
は
そ
の
数
を
増
し
た
◎
私

経
濟
論
、
財
政
論
、
實
践
雪
雲
民
経
詳
論
（
経
濟
政
世
論
）
な
ど
は
そ
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
◇
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

は
特
に
私
経
濟
論
、
例
へ
ば
組
合
制
度
論
、
銀
行
論
、
保
磁
論
な
ど
が
注
目
を
惹
く
獲
展
を
示
し
，
経
濟
科
學
の
講
壇
を
占
領
し

始
め
た
が
慈
濟
肇
論
は
沈
衰
し
て
居
た
と
云
は
れ
物
・
併
し
乍
ら
三
篠
が
畠
な
も
の
か
ら
統
馨
れ
た
も
の
へ
蕪

的
な
も
の
か
ら
精
濃
化
さ
れ
た
も
の
へ
と
推
移
す
る
に
俘
れ
て
、
此
の
『
統
制
維
濟
』
な
る
維
濟
膿
制
は
極
め
て
著
し
い
程
度
に

於
い
て
維
濟
政
策
に
つ
い
て
の
知
識
を
要
請
す
る
様
に
な
る
。
此
の
秋
に
方
っ
て
、
競
買
政
策
學
も
亦
面
翫
を
一
新
し
で
、
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

的
研
究
の
鎌
を
磨
ぎ
す
ま
し
且
つ
そ
の
申
に
技
術
論
を
正
し
く
包
構
し
て
科
墨
と
し
て
署
員
の
存
在
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
。

、

ぎ



　
高
這
の
艦
系
は
全
く
そ
の
本
質
を
異
に
せ
る
知
識
領
域
の
結
合
に
よ
っ
て
生
す
る
事
が
な
い
と
の
意
見
癒
み
う
け
ら
れ
る
で
あ

ら
う
が
、
併
し
乍
ら
斯
か
る
統
一
は
，
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
云
ふ
檬
に
、
純
輝
な
る
實
践
的
同
質
性
に
基
く
秩
序
付
け
に
よ
っ
て
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
馨
學
綱
要
』
を
書
く
場
合
に
、
第
一
篇
に
は
『
科
墨
』
た
る
解
剖
學
や
生
理
墨
が
、
第
二
篇
に
は
『
技

術
論
』
た
る
外
科
學
や
小
晃
科
學
等
が
充
て
ら
れ
る
◎
こ
れ
と
同
じ
様
に
、
わ
が
『
維
濟
政
策
學
』
に
あ
っ
て
は
，
現
實
分
析
の

外
に
、
規
範
と
當
爲
と
を
取
扱
ふ
。
こ
れ
は
、
ポ
ッ
カ
ル
ド
ウ
（
囲
W
◎
合
O
脚
瞬
甑
◎
）
が
い
み
じ
く
も
名
付
け
た
所
の
『
観
照
的
政
治
維

濟
學
と
作
用
的
政
治
経
濟
墨
』
図
8
き
糞
貯
℃
◎
回
資
望
8
9
⇔
鑓
鳳
銭
養
§
儀
◎
℃
跨
蝕
爵
と
の
綜
合
に
麻
睡
す
る
も
の
と
嚢
へ
る
で

　
　
粉

あ
ら
う
。
斯
様
に
理
解
し
て
始
め
て
、
経
濟
政
策
學
は
轟
轟
分
析
の
上
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
理
解
す
る
と
共
に
そ
れ
を
批
判
し
、

術
ほ
又
將
來
に
向
っ
て
の
『
生
活
上
灘
t
い
』
維
濟
的
指
導
へ
の
指
針
を
興
へ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
此
の
意
味
に
於
い
て
，
維
濟
政
策
學
者
は
．
学
際
家
が
な
し
得
る
よ
り
も
譲
り
良
く
現
在
の
所
與
と
將
來
の
所
輿
と
を
同
じ
様

に
概
観
し
得
る
も
の
と
鼓
へ
る
で
あ
ら
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
畑
『
毒
結
　
　
　
　
言
　
　
・

　
前
述
せ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
，
吾
々
は
稗
學
と
し
て
の
経
濟
政
策
學
の
性
格
を
畳
々
明
か
な
ら
し
め
得
た
と
信
ず
る
。
斯
か
る

経
濟
政
策
學
は
翁
忌
的
経
濟
政
策
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
吾
々
の
生
活
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
◎
そ
れ
故
に
、
こ
れ
は

實
際
家
が
パ
ン
を
求
め
て
居
る
の
に
石
を
與
へ
る
の
結
果
に
陥
る
．
ζ
と
を
避
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
斯
檬
に
わ
が
経
濟
政
策

　
　
　
纏
濟
政
策
墨
の
春
在
論
的
基
礎
付
（
高
橋
）
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
七



／
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學
が
大
い
に
吾
々
の
國
民
生
活
に
役
立
ち
得
る
も
の
と
な
る
と
は
弐
へ
、
高
田
博
士
の
云
は
れ
る
が
如
く
．
『
理
論
的
考
察
』
を
行

ふ
高
命
政
策
墨
な
『
個
別
的
な
る
政
策
を
一
々
取
扱
ふ
課
で
は
な
い
。
そ
の
性
質
と
し
て
は
あ
く
ま
で
、
経
蔵
の
一
定
な
る
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
定
型
に
つ
い
て
，
維
濟
の
上
に
如
何
な
る
政
策
の
加
へ
ら
る
べ
き
か
を
考
察
す
る
。
』
『
維
濟
政
策
學
は
維
濟
政
策
の
い
は
穿
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

礎
理
論
で
あ
る
。
こ
の
原
理
が
事
實
上
に
適
用
さ
れ
て
始
め
て
個
々
の
政
策
が
決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
β
』
此
の
場
合
に
は
、
意

思
、
知
識
及
び
行
政
技
術
が
集
結
し
て
實
際
の
政
策
を
形
成
す
る
に
至
る
。
從
っ
て
，
イ
瓢
ッ
セ
ン
血
豆
の
述
べ
て
居
る
様
に
．

・
『
三
寸
政
策
學
は
勿
論
實
際
家
の
考
へ
る
檬
に
庭
面
箋
を
日
賦
自
在
に
創
り
出
す
こ
と
は
禺
來
な
い
。
こ
れ
は
凡
て
眞
の
正
し
い

科
學
に
と
っ
て
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
科
學
が
事
理
の
蜜
蝋
を
隅
々
々
に
至
る
吏
で
充
す
こ
と
は
出
直
な
い
相
談
で
あ
る
。
し
か

し
乍
ら
．
意
思
と
知
識
と
の
無
關
聯
な
る
並
存
は
，
國
民
に
蜀
し
て
常
に
高
償
に
支
佛
は
れ
た
の
で
あ
る
。
〈
婁
暇
讐
需
跨
⑦
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
劾

（
足
跡
は
私
を
灌
　
れ
し
む
）
◎
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箋

　
斯
べ
の
如
く
に
論
じ
て
細
る
と
も
経
濟
政
策
學
は
，
維
濟
の
根
本
理
解
に
基
き
．
客
観
的
な
る
存
在
論
的
償
値
判
断
に
よ
る
生

活
上
正
し
い
経
濟
政
策
の
目
的
設
定
を
可
能
な
ら
し
め
，
實
践
的
維
濟
政
策
斑
葉
ρ
慕
情
關
聯
的
理
解
の
確
乎
た
難
地
盤
か
ら
存

在
上
正
し
い
目
的
に
向
っ
て
配
慮
を
め
を
ら
す
所
の
『
用
硯
』
に
よ
る
存
在
上
知
し
い
政
策
指
導
を
可
能
な
ら
し
め
る
『
當
爲
』

の
確
立
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
論
的
方
法
を
馬
鞭
す
る
事
が
可
能
と
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
匁
維
濟
政
策
墨
は
存
在

論
的
に
基
礎
付
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
こ
』
に
始
め
て
客
親
的
理
論
性
を
獲
得
し
，
輩
な
る
『
技
術
論
』
か
ら
高
潔
猫
立
の
『
科
學
』

へ
と
昇
華
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆



　
扱
て
、
『
方
法
論
的
反
省
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
様
に
な
る
の
は
、
』
ー
ー
ワ
ル
タ
ー
・
オ
イ
ケ
ン
（
イ
く
簿
胴
囲
蓉
押
窪
）
に
よ
る

と
一
…
！
『
各
科
學
の
病
氣
の
徴
候
で
あ
る
。
し
か
し
、
方
法
論
だ
け
に
よ
っ
て
今
ま
で
嘗
っ
て
病
氣
に
罹
つ
疫
科
學
の
な
ほ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殉

た
め
し
が
な
い
の
で
あ
る
。
』
そ
こ
で
，
吾
々
は
此
の
存
在
論
的
に
莱
礎
付
け
ら
れ
た
新
し
い
方
法
論
に
基
い
て
積
極
的
に
そ
の
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